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　マルハナバチは、丸っこいハチで、小諸など涼
しい地域に多いハチだ。ヨーロッパにも多いので、
海外の絵本に登場するハチは、ほとんどがマルハ
ナバチだ。
　手で掴めばメスは刺すが、ミツバチのような攻
撃性は無く、触ったぐらいで刺すこともない。オ
スは針もなく、本当に可愛いハチだ、前に写真展
でマルハナバチの写真を展示したら、カナダ人が
可愛いと言ってくれた。その方は虫好きではない
が、どうして日本ではみなさんハチを怖がるのだ
ろうと、不思議がっていた。カナダではマルハナ
バチは花壇にくる可愛い隣人なのだそうだ。日本
ではハチといえばスズメバチやアシナガバチをイ
メージする人が多く、彼らは実際襲ってきたりす
るのでやっかいだ。
　小諸には 7 ～ 8 月に多い写真のクロマルハナバ
チのオス以外に、コマルハナバチ、トラマルハナ
バチなどがいて、季節により多いマルハナバチの
種類も異なる。

海野和男 写真展海野和男 写真展
- 昆虫顔面博覧会- 昆虫顔面博覧会とと不思議の虫 -不思議の虫 -

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶日　時　7/21 ㈰ ～ 8/18 ㈰　▶時　間　9:00 ～ 17:00
▶観覧料　一般 500 円、高校生以下無料
▶休館日　7/22 ㈪・29 ㈪、8/5 ㈪・12 ㈪
▶会期中のイベント
　○ 7/21 ㈰　オープニングマルシェ、コンサート、ギャラリートーク
　○ 8/3 ㈯ 10:00 ～  生きもの写真リトルリーグ本選
　○ 8/3 ㈯ 14:00 ～  Next Generation ギャラリートーク

マルハナバチ

初日はオープニングマルシェも開催初日はオープニングマルシェも開催

　小諸市にアトリエを構える世界的昆虫写真家・海野和男
氏が撮影した昆虫たちの写真作品展を開催します。
　第 1 展示室では「昆虫顔面博覧会」と題し、海野氏が
長年撮り続けている昆虫の顔をアップにした写真を展示。
そのほか、二十代の若手写真家 8 名による展示「Next 
Generation」も見どころです。
　第 2 展示室ではナナフシを中心に、様々な変わった昆虫
たちの姿をみることができます。
　同時に、「2024 生きもの写真リトルリーグ」の選出作品
も展示します。小中高校生による様々な視点で撮影された
魅力あふれる生きものの姿をお楽しみください。

【写真】ハナカマキリ


